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	貨物引渡し


	本章は貨物引渡し処理、認証、及び貨物引渡しﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ処理結果に関するﾚｺｰﾄﾞを提供する。


ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ処理










CRL‑3

貨物引渡しﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを処理するために必要なﾚｺｰﾄﾞの説明。　
認証












CRL‑4

貨物引渡し認証に必要なﾚｺｰﾄﾞの説明。
処理結果











CRL‑6
貨物引渡し処理結果を提供するﾚｺｰﾄﾞの説明。
一括申告











CRL‑6

輸入者保安申告情報 (ISF-10)








CRL‑7

統一通関申告（ISF申告とHIの一本化）ﾙｰﾌﾟ定義






CRL‑9
ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 H1 (入力)








CRL‑10
更新のｱｸｼｮﾝに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子H2 (入力)








CRL‑15
当該物品の所在地に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子HA (入力)








CRL‑18
保税運送番号及びﾏｽﾀｰ、ﾊｳｽとｻﾌﾞ･ﾊｳｽ証券番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し　入力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子H5 (入力)








CRL‑23
原産国、関税率表番号、製造者/荷送人、品目名、最終荷受人及び品目価格に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF10 (入力)








CRL‑24

そのISF提出が関連しているISF輸入者番号を提供する必須のﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF20 (入力)








CRL‑27
参照ﾃﾞｰﾀを提供する条件付の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF25 (入力)








CRL‑28
各ｺﾝﾃﾅ毎に情報を報告するために使用される任意の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF30 (入力)








CRL‑29
報告されているところの営利企業・団体を識別する必須のﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF31 (入力)








CRL‑32

営利企業・団体の副次的名称を提供する任意のﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF35 (入力)








CRL‑33

番地、通りの名前及び、例えば部屋/階の番号と建屋名等の、追加の住所指定情報を報告するために使用される条件付ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF36 (入力)








CRL‑34

都市、（米国の）州/（その他の国の）州、郵便番号及び国に関する地理的ﾃﾞｰﾀを報告するために使用される条件付ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF90 (出力)








CRL‑35

これは受理/拒否情報を、輸入者保安申告(ISF-10)を提出した企業･団体に提供するために使用される必須の出力レコードである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子H6 (出力)








CRL‑36
ｴﾗｰ又は受理ﾒｯｾｰｼﾞのいずれかを提供する必須の貨物引渡し出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R1 (出力)








CRL‑38
ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ、船舶名、航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの計画番号、及び到着日に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R3 (出力)








CRL‑41
その原産国及び関税率表番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R4 (出力)








CRL‑42
保税運送番号及びﾏｽﾀｰ、ﾊｳｽとｻﾌﾞ［副次的］･ﾊｳｽ証券番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子R5 (出力)








CRL‑43
処分措置に関する説明的ﾒｯｾｰｼﾞを提供する必須の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子R6 (出力)








CRL‑46
処分日付、時刻、現状ｺｰﾄﾞ、及び説明的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付のその他政府機関の処分出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R7 (出力)








CRL‑48
処分措置に関する説明的ﾒｯｾｰｼﾞを提供する条件付のPGAの積荷目録保留状態の出力ﾚｺｰﾄﾞ
貨物引渡し
貨物引渡しの章は貨物引渡しに関する独立した次の３つの項目；ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ処理、貨物引渡しの認証、及び貨物引渡し処理結果から成る。
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ処理
貨物引渡し処理は指定された引渡し通関地で納税申告中の利用者しか利用できない。
納税申告のCBP様式(CBPF)7501ﾃﾞｰﾀが入手できない場合、若しくは納税ﾃﾞｰﾀの使用を希望しないなら、貨物引渡し処理のために通関申告(CBPF-3461)のﾃﾞｰﾀを使用できる。初めて提出されるﾃﾞｰﾀは追加ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで提供されなければならない。ﾃﾞｰﾀは後ほど置換又は削除されても良い。
貨物引渡し処理が行われるには、貨物引渡しﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ（申告）の入力ﾃﾞｰﾀがｴﾗｰのない状態でACS見出し項目ﾌｧｲﾙに存在しなければならず、かつ、貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子H1）の41桁、引渡し（申告）認証ｺｰﾄﾞに１を入力することにより認証されていなければならない。誤りを含むﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀは拒否され、ACSに格納されることはなく、それ故に、そのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝはｴﾗｰ状態が解消され、ﾃﾞｰﾀがACSに再送信されるまで認証されることはない。ｴﾗｰのないﾃﾞｰﾀへの変更は、貨物審査基準ｼｽﾃﾑ(CSS)が実行される時まで、置換ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを提供することにより行なえる。ﾃﾞｰﾀ妥当性検証は恰もそのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝが追加(add)であるかの如く扱われる。従前に提出されACSに存在する如何なるﾃﾞｰﾀも置き換えられる。
輸入申告日を選ぶ時に、２つの選択肢が利用できる。もし、提出日付が選ばれる（ﾚｺｰﾄﾞの識別子H2の申告日選択ｺｰﾄﾞとしてP）なら、その提出日が輸入申告日として用いられる。もし、ﾚｺｰﾄﾞの識別子H1に入力された提出日（50-55桁）が船舶到着予定日（34-39桁）より前なら、そのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは拒否される。もし、通関申告した物が予め提出されており、かつ、到着日が申告日と決められているなら、申告日選択ｺｰﾄﾞとしてＡを入力すること。もし、提出日と到着日のどちらも選ばれないなら、合衆国･税関国境警備局(CBP)は決められた手順により適切な申告日を決定する。       　　　　　　（訳者注；課税物件の確定の時期は、輸入申告の時）
航空貨物について、貨物引渡し審査基準手続きは貨物引渡しﾃﾞｰﾀが当該ﾌｧｲﾙに追加され・認証される時期によって到着時又は到着後に開始される。
海上貨物に関し、貨物引渡し審査基準手続きは貨物引渡しﾃﾞｰﾀが当該ﾌｧｲﾙに追加され・認証される時期によって、当該船舶の到着（予定日）から５日前以降の貨物引渡し日に、若しくは到着時又は到着後に開始される。
貨物引渡しﾃﾞｰﾀは引渡し処理のために到着予定日を添えて、到着予定日の最大で9０日前または6０日後までに提出されるものとする。
その他政府機関の要件は貨物引渡し処理の一環である。その他政府機関の要件に関する追加情報については、本刊行物のその他政府機関の章を参照のこと。
入力: ﾚｺｰﾄﾞの識別子H1及びH2は必須の貨物引渡しﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの入力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子HAが条件付貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞである一方でﾚｺｰﾄﾞの識別子H5は必須の貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞである。
「注」: もし、その他政府機関のﾚｺｰﾄﾞが必要なら、それらﾚｺｰﾄﾞはH5ﾚｺｰﾄﾞの後に続ける。その他政府機関の要件に関する追加情報については、本刊行物のその他政府機関の章を参照のこと。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はHIである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力: ﾚｺｰﾄﾞの識別子H6は必須の貨物引渡しﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの出力ﾚｺｰﾄﾞである。ｴﾗｰが発生したﾚｺｰﾄﾞH(1,2,A又は5)は常に返される。ﾚｺｰﾄﾞの識別子H6は各ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞの後に続く。このﾚｺｰﾄﾞ(H6)はｴﾗｰ状態の説明を含む。もし、その伝送がｴﾗｰなしなら、H1及びH2ﾚｺｰﾄﾞがﾒｯｾｰｼﾞ「要請通りﾃﾞｰﾀが追加された」を含むH6ﾚｺｰﾄﾞと共に返される。
もし、貨物引渡し入力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝが貨物引渡し（申告）認証ｺｰﾄﾞに１を入力することにより貨物引渡し処理用として認証されているなら、前述の出力ﾚｺｰﾄﾞ(H6)は同様にﾒｯｾｰｼ「貨物引渡しﾃﾞｰﾀが認証された」、若しくはその他の認証ﾒｯｾｰｼを含む。
CBPと事前協定して、利用者はｴﾗｰなしﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに対する肯定応答を受け取らない選択もできる。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子R6は条件付のその他政府機関の処分出力（ﾚｺｰﾄﾞ）である。ﾚｺｰﾄﾞの識別子R7は条件付のPGAの積荷目録保留状態処分の出力ﾚｺｰﾄﾞである。 
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はHRである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。 

認証
貨物引渡し処理は納税申告中の利用者しか利用できない。認証されるべき通関申告ﾃﾞｰﾀ又は納税申告ﾃﾞｰﾀはｴﾗｰなしで審査を通し、かつ、自動通商ｼｽﾃﾑ(ACS)の見出し項目ﾌｧｲﾙになければならない。 

貨物の引渡し（ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ）入力は、引渡し（申告）認証ｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子H1の41桁目）に１を入力することにより貨物引渡し処理用として認証されるものとする。納税申告の入力ﾃﾞｰﾀも同様に、引渡し（申告）認証ｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子30の38桁目）に１を入力することにより貨物引渡し処理用として認証されるものとする。貨物引渡し用通関概要の認定は即時申告用納税申告を認定するものではない。これらは２つの別個の機能である。認証に関する追加情報については、本章のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ処理項目及び本刊行物の通関概要の章を参照のこと。
貨物引渡し処理、そしてそれは仮引渡し決定に帰着するもの、はACSにより自動的に、ただし、輸入貿易用の輸送機関の到着予定日から５日前以降に、開始される。航空貨物について、貨物引渡し処理は当該航空機の到着時又は到着後に開始される。貨物引渡し処理が開始されるとすぐ、貨物引渡し処理用として認証されている全ての通関申告又は納税申告がACSにより審査手続きを決定するために調査分析される。その申告ﾃﾞｰﾀがACSに確立された後何時でも－最大で到着予定日より前6０日又はその予定日後9０日まで－申告者は引渡しﾃﾞｰﾀを保証するものとする。
引渡し処理用の通関申告又は納税申告ﾃﾞｰﾀの認証において、従わなければならない規則は次の通り：
· 既定の申告番号について、認証又は暫定引渡しが既に起っている場合、その後の認証ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは拒否される。当初の送信ﾃﾞｰﾀは影響を受けないままである。
· CBPは認証を有意義な機能と見なしており、そのことは計画されているﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ環境における通関申告関連資料一式を提出することにほぼ匹敵する。しかしながら、必要ならば、認証された貨物引渡しﾃﾞｰﾀ（通関申告又は納税申告）は、CBP貨物引渡し処理が起りそれから暫定引渡し通知がｼｽﾃﾑ生成される時までACSを通じて、申告者により置換され（かつ再認証されなければならない）又は削除されるものとする。いったん、この貨物引渡しﾃﾞｰﾀの処理が起ると、そのﾃﾞｰﾀはCBPｽﾃｰﾀｽ中と見なされ、ACSを通じて変更又は削除することができない。必要な変更は引取申告関連資料について、申告者により手書き修正で行なわれなければならない。CBPはその関連資料に記された変更が反映するように、記憶されたﾃﾞｰﾀに適切な修正を行なう。貨物引渡し処理が起っているが、未着のためにそのﾃﾞｰﾀが削除される必要のある場合、CBPに通知しなければならない。この選択肢は「通関申告関連資料が必要」と言う結果を伴う申告にしか使用されない。ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ通関申告についても、（ABI）精選した物は抹消されるに相違ないから、通関申告した物が再送信されるに違いない。
· 納税申告ﾃﾞｰﾀが貨物引渡しに適すると認定されている場合、CBPは（貨物引渡し）申告ﾃﾞｰﾀを別個のACSﾌｧｲﾙに保存する。その結果、納税申告が申請に適すると認定されるか又は納税申告が税関に提出される時まで、その納税申告ﾃﾞｰﾀは必要に応じてACSを通じて変更が可能である。通関申告がABIなら、納税申告もまたABIでなければならない。
· ﾚｺｰﾄﾞの識別子20の(28-29桁)輸送方式(MOT)符号が10（船舶、コンテナ以外）又は11（船舶、コンテナ）の場合、ﾚｺｰﾄﾞの識別子20の(8-27桁)輸入貿易用の船舶名称を空欄にしてはならない。有効な輸入貿易用の船舶名称でなければならない。ﾚｺｰﾄﾞの識別子22で報告される航空貨物運送状番号がある場合、ﾚｺｰﾄﾞの識別子20において報告される輸送方式(MOT)符号は40（空輸）であって、その航空貨物運送状番号の最初の３桁が国際航空運送事業者に指定された有効な数値ｺｰﾄﾞでなければならない。
処理結果
貨物引渡し処理結果は、貨物引渡し処理が（ACSで）行われるとすぐ後に提供される。出力はACSを通じて提供される、貨物引渡し処理用として認証されていた、全ての通関申告及び納税申告に対する暫定引渡し（状態）から構成される。出力ﾌｧｲﾙは各地区毎に別個のﾌﾞﾛｯｸを有する地区/通関地により区分けされる。各地区/通関地毎に、該ﾚｺｰﾄﾞが処分ｺｰﾄﾞ別それから申告番号別の番号順に掲載される。処分ｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子R5に載っている。即ち、番号順に載っている最初の地区ｺｰﾄﾞについて、別個の(B-Y)ﾌﾞﾛｯｸが生成される。
処分ﾒｯｾｰｼﾞは到着予定日から５日前以降にｼｽﾃﾑ生成される。（貨物）審査基準手続きのために、関連書類が提出されなければならない。審査基準手続きの後に、通関申告した物の検査状況を示す２番目の引渡しﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。検査状況が上書きされる時はいつでも、改定された検査状況を示すﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。徹底的な検査が完了するとすぐ、「徹底的な検査/引渡しが完了」のﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。
貨物の処分の変更もまたこれらのﾚｺｰﾄﾞを介して申告者に提供される。例えば、一般検査指定が徹底的な検査に上書きされるなら、かの変更が注記される。
「注」:  ACSを通じてCBPにより提供される貨物の処分に関する助言は厳密に言えば本来暫定的なものだから、実際の引渡しの時まで常に変更される可能性がある。
入力: 必須の貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子H1, H2, H5,及びH6だけであり、ﾚｺｰﾄﾞの識別子HAは条件付である。
出力: ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R1は暫定引渡し通知を提供する必須の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子R3 及びR4は条件付である。ﾚｺｰﾄﾞの識別子R5は引渡し通知を提供する必須の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はRRである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
一括申告
最後の申告ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ、即ち、最後のH5ﾚｺｰﾄﾞ又はその最後のH5ﾚｺｰﾄﾞと関連した最後のその他政府機関(OGA)のﾚｺｰﾄﾞ、の直後に適切なSFﾚｺｰﾄﾞを挿入することにより、輸入者保安申告(ISF)をどんな輸入申告提出物にも添えることができる。ｴﾝﾄﾘｰ［見出し項目］の削除には、H1ﾚｺｰﾄﾞの直後にSFﾚｺｰﾄﾞを続ける。
貨物引渡しのH1ﾚｺｰﾄﾞ中の荷受人の名称及び住所ﾌｨｰﾙﾄﾞに‘1’を書き入れることにより、荷受人の名称及び住所ｵﾌﾟｼｮﾝが選択される場合、どんな申告と組み合わせても輸入者保安申告(ISF)を提出することができない。
輸入者保安申告情報 (ISF-10)

1.
製造者の名称及び住所
2.
販売者の名称及び住所
3.
購入者の名称及び住所
4.
出荷先の名称及び住所
5.
コンテナ詰めの予定場所
6.
混載業者の名称及び住所
次のISFﾃﾞｰﾀ要素が必要になるが、しかし、これらは全ての申告種類について所要の納税申告ﾃﾞｰﾀから抜粋されることになっているのだから、SF10からSF36までのﾚｺｰﾄﾞでは報告されない。
7.
登録輸入者*

8.
荷受人識別番号 

9.
原産国 

10.
実行関税率表
* ISF輸入者と登録輸入者はたぶん同一の企業・団体と思うけれども、これらは別個の企業・団体として扱われる。ISF輸入者はSF10ﾚｺｰﾄﾞで報告されなければならない。登録輸入者は所要の貨物引渡しﾃﾞｰﾀから抜粋されることになっている。
先に受理された輸入者保安申告(ISF)を削除するためには、SN出力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ(SA10)に前もって規定されたISFﾄﾗﾝｻﾞｸｼﾖﾝ番号を含む、唯一SF10ﾚｺｰﾄﾞが要求される。その他全てのﾚｺｰﾄﾞについて、必須/条件付状態が指示されているものは"Add"又は"Replace"ｱｸｼｮﾝに限り適用される。
輸入申告ﾃﾞｰﾀに添えられる輸入者保安申告(ISF)に対する応答は入力応答とは別個に出される。出力の適用業務（識別子）はSNであり、その輸入申告提出物について、１つのSN出力ｾｯﾄが返される。
通則
未使用の数値フィールドをゼロで埋めてはならない。これらのﾌｨｰﾙﾄﾞは空白で埋められなければならない、そうでなければﾃﾞｰﾀｴﾗｰが生ずることもある。
ﾃﾞｰﾀをﾌｨﾗｰ･ﾌｨｰﾙﾄﾞに入れてはならない。もし、ﾃﾞｰﾀがﾌｨﾗｰ･ﾌｨｰﾙﾄﾞにあるなら、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成されるものとする。
ﾃﾞｰﾀを送信する場合、全ての文字を必ず大文字にする。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝによっては、小文字の文字を検出した場合に特定のｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを返せないものがある限り、CBPは小文字で送信されたﾃﾞｰﾀの処理結果の整合性を保証することができない。
データ要素
ﾃﾞｰﾀ要素の記述子は次の如く定義される：
ｺｰﾄﾞ
説明
A
そのデータ要素はアルファベット［英字］のみである。 

AN
そのデータ要素は英数字のみである。
C
そのデータ要素は特殊文字（制御文字等）である。
N
そのデータ要素は数字のみである。
X 
そのデータ要素は英数字又は特殊文字である。
全てのﾃﾞｰﾀ要素は固定長形式である。もし、全桁が埋められないならその書式設定規則は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
説明
A
左寄せ空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
AN
左寄せ空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
C
左寄せ空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
N
右寄せ０［ｾﾞﾛ］埋め。
X
左寄せ空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
「注」：もし、ﾌｨｰﾙﾄﾞに挿入するﾃﾞｰﾀがないなら、空白埋め。 
統一通関申告（(ISF)申告と貨物引渡し入力(HI)の一本化）ﾙｰﾌﾟ定義
次のSF入力ﾚｺｰﾄﾞは（適用業務識別子が）HIから成る最後の入力ﾚｺｰﾄﾞの後のB-Yﾌﾞﾛｯｸに含まれなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの　識別子
	説明
	必要条件
	最大　　　出現回数
	 
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	SF10 　　(入力)
	ISFのﾍｯﾀﾞｰ情報を提供する
	M
	1
	 
	
	 

	
	
	
	
	
	
	

	SF20
(入力)
	参照ﾃﾞｰﾀを提供する
	C
	1
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	SF25
(入力)
	ｺﾝﾃﾅ情報を提供する
	O
	999
	 
	
	 

	
	
	
	
	
	
	

	SF30
(入力)
	その身元証明が報告されているところの営利企業・団体の種類を識別する
	M
	1
	 
	 
	 

	SF31
(入力)
	（企業・団体の）副次的名称を提供する
	O
	1
	
	
	

	SF35 
(入力)
	番地、通りの名前及び、任意の部屋/階の番号と建屋名から成る住所指定情報を提供する
	C
	3
	 
	 
	999

	SF36
(入力)
	都市、（米国の）州/（その他の国の）州、郵便番号及び国に関する地理的ﾃﾞｰﾀを提供する
	C
	1
	 
	 
	 


ﾚｺｰﾄﾞの識別子H1 (入力)
これは、更新ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞ、通関申告をする地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、輸入者番号、輸送方式(MOT)、到着予定日、担保の種類ｺｰﾄﾞ、引渡し（申告）認証ｺｰﾄﾞ、提出日付、輸入貿易用の船舶ｺｰﾄﾞ、ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ、陸揚げするための地区/通関地、申告種類、保証人コード、及びその他政府機関の要件に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 H1 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にHに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に1に等しくなければならない。 
	

	更新ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞ
	1A
	3
	M
	更新ｱｸｼｮﾝを表すｺｰﾄﾞ。
	1

	通関申告をする地区/通関地
	4N
	4‑7
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。一般に、地区符号はﾌﾞﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）に含まれる地区符号と同一である（但し、公認の地区横断処理の場合を除く）、しかしながら、通関地符号は所定の地区内の任意の有効な通関地とする。当該商品が通関申告若しくは即時引き取り許可に基き通関された場所の地区/通関地符号を書き込むこと。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関申告者略号
	3AN
	8‑10
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	11‑19
	M
	当該通関申告に割当てられた番号。もし、申告番号が9桁未満（から成る）なら、それは右揃えされる。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
	

	輸入者番号
	12X
	20‑31
	M
	登録輸入者を表す番号。
	2

	輸送方式(MOT)符号
	2N
	32‑33
	C
	輸送方式を表す符号。有効な輸送方式符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。申告種類06（外国貿易地域）について、輸送方式符号を入力しないこと。
	

	到着予定日
	6N
	34‑39
	M
	到着予定日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。自動通商ｽﾃﾑ(ACS)において、到着予定日を必ず最新にしておくこと。もし、その日付は変える必要があれば、通関申告した物についての置換ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝと同時に新しい認証ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを送信すること。
	

	担保の種類ｺｰﾄﾞ
	1N
	40
	M
	担保の種類を表すｺｰﾄﾞ。　　　　　　有効な担保の種類ｺｰﾄﾞは：
　　　　　　　　　　　　　　　　　0=担保不要
8=根［継続］担保　　　　　　　　　   9=単独取引担保
	

	引渡し（申告）認証ｺｰﾄﾞ
	1N
	41
	C
	当該通関申告が貨物引渡し処理用として認証されるところなら、1と言うｺｰﾄﾞ、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	フィラー
	8AN
	42‑49
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	提出日付
	6N
	50‑55
	C
	提出日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。ﾚｺｰﾄﾞの識別子H2の"申告日選択ｺｰﾄﾞ"（23桁目）にPが入力される時はいつでも、この日付は必須であり、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	輸入貿易用の船舶ｺｰﾄﾞ
	5AN
	56‑60
	C
	国勢調査局の船舶ｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは当該船荷証券にあり、運送業者により提供されるもの。このｺｰﾄﾞが入手できない場合、その船舶名称がﾚｺｰﾄﾞの識別子H2（60-79桁）で提供されなければならない。
	

	ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ
	4AN
	61‑64
	C
	運送業者を識別するｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは現時点で、航空及び海上貨物に限り必須である。このｺｰﾄﾞは将来、その他の輸送方式にも義務付けられる。もし、輸送方式(MOT)符号が10又は11（海上貨物）なら、米国トラック協会（法人）発行の適切な4桁の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)を（ここに）入力すること。このｺｰﾄﾞは通常当該船荷証券にある。もし、それがなければ、運送業者がそれを提供できるはずである。もし、輸送方式(MOT)符号が40（航空貨物）なら、2桁の適切な運送業者略称を左寄せで入力すること。　輸送方式(MOT)符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。航空ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞは参考資料抜粋ﾌｧｲﾙに照会することにより得られる。追加情報については、本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を参照のこと。申告種類06（外国貿易地域）について、ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞを入力しないこと。
	3

	陸揚げするための地区/通関地
	4N
	65‑68
	C
	商品が輸送体から陸揚げされた地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	申告種類
	2N
	69‑70
	M
	その申告種類を表す符号。有効な申告種類符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	保証人ｺｰﾄﾞ
	3N
	71‑73
	C
	当該担保に関連する保証人ｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは単発通関担保には必須である。
	

	その他の政府機関(OGA)のｺｰﾄﾞ
	1X
	74
	C
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。このｺｰﾄﾞは将来使うためのものである。
	

	荷受人の名称及び住所
	1A
	75
	O
	1と言うｺｰﾄﾞはこの通関申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾚｺｰﾄﾞが荷受人番号の代わりに荷受人の名称及び住所を用いることを示す。
	

	フィラー
	5AN
	76‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な更新ｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
説明
A
追加
D
削除
R
置換
更新ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞがDの場合、提供されなければならないﾃﾞｰﾀ要素はただ制御識別子、ﾚｺｰﾄﾞ形式、通関申告をする地区/通関地、申告者略号、及び申告番号だけである。
「注
2」
登録輸入者番号、最終荷受人、及び(CBPF)4811（特別住所届の）参照番号（CBP通知送付先）の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
‑CCCCCCCCCCC

暗号化された番号（最終荷受人に限る）
これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号及びC=文字。
その登録輸入者番号は内国歳入庁(IRS)番号書式［形式］であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。
古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い形式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。
「注
3」
ある特定の航空運送業者ｺｰﾄﾞがその運送業者ﾌｧｲﾙに含まれていない時、その運送業者が登録されている国を指定するために、（ﾌｧｲﾙに）掲載されていない運送業者指定ｺｰﾄﾞの最初の２桁に次のｺｰﾄﾞの一つを入力すること。
ｺｰﾄﾞ
運送業者登録
*U
合衆国
*C
カナダ
*F
その他の外国
「注
3」 - （続き）
自家用機が自力で入港している場合、運送業者ｺｰﾄﾞの最初の２桁に**を入力すること。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子H2 (入力)

これは当該物品の所在地、最終荷受人、申告日選択ｺｰﾄﾞ、航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの計画番号、通関価格総計、通関業者（社内）整理番号、及び船舶名に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 H2 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にHに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に2に等しくなければならない。 
	

	貨物の所在地
	4AN
	3‑6
	M
	施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ(FIRMS)ｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは４桁の通し番号である。FIRMSｺｰﾄﾞに関する追加情報については、本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を参照のこと。
	

	フィラー
	4AN
	7‑10
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	最終荷受人番号
	12X
	11‑22
	C
	最終荷受人を識別するｺｰﾄﾞ。記録すべき複数の最終荷受人番号がある場合、このﾌｨｰﾙﾄﾞを空欄にしてそれらをH5ﾚｺｰﾄﾞに記録すること。荷受人名称及び住所ﾌｨｰﾙﾄﾞ（H1ﾚｺｰﾄﾞ）に１が記録されている場合、空欄のままにして置くこと。
	1

	申告日選択ｺｰﾄﾞ
	1X
	23
	C
	申告日選択ｺｰﾄﾞを表すｺｰﾄﾞ。有効な申告日選択ｺｰﾄﾞは：
P = 提出日付
A = 到着日
	

	航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの計画番号
	5X
	24‑28
	C
	輸入運送業者の航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの番号。航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの番号は輸送方式符号(MOT)10,11,40及び41について必須である。もし、輸送方式符号が40（空輸）なら、飛行便の番号を入力すること。もし、輸送方式符号が10又は11（船舶）なら、航海番号の全桁を入力すること。例えば、航海番号がV311Wなら、5文字全部を入力すること。輸送方式符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。将来、CBPと鉄道/ﾄﾗｯｸ（道路）運送業者の間に自動積荷目録ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが確立された場合、このﾌｨｰﾙがその他の者にも義務付けられる。申告種類06（外国貿易地域）について、航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの計画番号を入力しないこと。
	2

	通関価格総計
	10N
	29‑38
	M
	完全（整数）ドル表示の通関申告した物の総輸入価格。
	

	通関業者整理番号
	9X
	39‑47
	O
	参加者により提供される任意のｺｰﾄﾞ。このﾌｨｰﾙﾄﾞはACS処理期間中ずっと編集されない。それは、貨物引渡し処理に関する利用者の内部ｼｽﾃﾑ管理のためのものである。
	

	フィラー
	12AN
	48‑59
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	船舶名/外国貿易地域番号
	20X
	60‑79
	C
	輸送方式符号が10又は11（船舶）で、かつ、輸入貿易用の船舶ｺｰﾄﾞがH1ﾚｺｰﾄﾞで提供されない時はいつでも、輸入貿易用の船舶名称が義務付けられている。もし、その名称が20桁を超過するなら、最初の20桁を入力し、超過分を切捨てること。申告種類06はFTZ番号を必須とする。FTZ番号の最初の３桁は常にFTZで、その後に"001"から"300"までの範囲内の３桁の文字ｺｰﾄﾞが続く。この範囲外の数値は受け入れられない。最後の文字は英字(A-Z)又は数値(0-9)のどちらかである。 輸送方式(MOT)符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。
	

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
最終荷受人の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP割当て番号 

NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
‑CCCCCCCCCCC

暗号化された番号
これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号及びC=文字。
登録輸入者番号が前述のIRS番号形式であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白［ｽﾍﾟｰｽ］が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。
古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い形式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。
「注
2」
運用中の航空貨物自動ﾏﾆﾌｪｽﾄｼｽﾃﾑ(Air AMS)空港で（そこに到着する）運送業者の飛行便の有効な番号書式はNNN, NNNN, NNNA又はNNNNAである。これらの符号において、N=数字及びA=英字。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子HA (入力)

これは保税運送番号、ﾏｽﾀｰ証券番号、ﾊｳｽ証券番号、ｻﾌﾞ［副次的］･ﾊｳｽ証券番号、数量、単位、即時運送(IT)日付及びﾏｽﾀｰ証券番号発行人に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞである。追加のHAﾚｺｰﾄﾞは複数の船荷証券/航空貨物運送状及び即時運送(IT)ﾃﾞｰﾀを報告するために使用される。このﾃﾞｰﾀは即時運送(IT)に伴う物を含めて全ての航空及び海上貨物について必須である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子HA (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にHに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常にAに等しくなければならない。 
	

	保税運送番号
	12AN
	3‑14
	C
	積荷目録に記載されているところの保税運送番号。もし、その保税運送番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。
	1

	ﾏｽﾀｰ証券番号
	12AN
	15‑26
	M
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。申告種類06（外国貿易地域）について、ﾏｽﾀｰ証券番号を入力しないこと。
	2

	ﾊｳｽ証券番号
	12AN
	27‑38
	C
	積荷目録に記載されているところのﾊｳｽ証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。  ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。
	2

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ証券番号
	12AN
	39‑50
	C
	積荷目録に記載されているところのｻﾌﾞ･ﾊｳｽ証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。 ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。
	2

	数量
	8N
	51‑58
	M
	報告されているところの証券番号に関する最低ﾚﾍﾞﾙでの数量を入力すること。それは最も小さい外装（荷物等の包み）単位である。
	3

	単位
	5X
	59‑63
	C
	その船荷証券/航空貨物運送状に表示されるところの測定単位。その船荷証券又は航空貨物運送状と関連する複数の測定単位がある場合、個(PCS)と言う標準の汎用単位が受け入れられる；しかしながら、これは必ずしも注解合衆国実行関税率表の関税率表税目番号と関連する測定単位に関係するものではない。
	

	即時運送(IT)日付
	6N
	64‑69
	C
	当該保税運送番号に関連するＩＴ日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。複数の　ＩＴを纏めるためには、それらが　同一のＩＴ日付を有しなければならない。
	

	ﾏｽﾀｰ証券番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	70‑73
	C
	実際にその海上船荷証券を発行した当事者の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)を表すｺｰﾄﾞ。証券の発行者を船舶運航者と混同してはならない。申告種類06（外国貿易地域）について、ﾏｽﾀｰ証券番号発行人を入力しないこと。
	

	ﾊｳｽ証券番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	74-77
	C
	自動化した海上/鉄道ﾊｳｽ 船荷証券を発行した当事者のSCAC（運送会社識別ｺｰﾄﾞ）を表すｺｰﾄﾞ。この当事者は自動化した（申告ｼｽﾃﾑを利用する）NVOCC又は自動化したﾏｽﾀｰ証券の発行者のどちらでもよい。ﾊｳｽ証券番号発行人ｺｰﾄﾞが輸送方式(MOT) 10,11,20,又は21について送信される時、そのﾊｳｽ船荷証券も併せて要求される。申告種類"06"について、ﾊｳｽ証券番号発行人ｺｰﾄﾞを入力しないこと。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
保税運送番号には３つの有効な書式がある。それらは次の通り：
CBP割当のＩＴ（即時運送）番号：元々のCBPF-7512（CBPの検査及び許可を受けるべき物品の輸送通関申告並びに積荷目録）に付随するCBP様式(CBPF) 7512C（物品の輸送通関申告並びに積荷目録）に記載された、９桁の英数字から成る標準的なＩＴ番号であって、その最後の桁は検査数字である。　
「注
1」 - （続き）
検査数字の計算方法はﾓｼﾞｭﾛ７である。８桁のＩＴ番号について検査数字を決定するために、CBP割当のＩＴ番号の最初の（上位の）７桁を７で割ること。その整数剰余が前述の検査数字である。９桁のＩＴ番号が使用される場合、その保税運送番号の最初の８桁を７で割ると、その整数剰余が前述の検査数字である。「注」：前述の検査数字は小数ではなく長除法に基く整数剰余である。

例えば、CBP割当のＩＴ番号（９桁）についての検査数字の場合、82345678/7 = 11763668 + 余り２。完全なＩＴ番号は823456782と報告される。
AMSのﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送番号：AMS運送業者が、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの下で移動する貨物にこの番号を割当てる。その番号の最初の桁は定数である。２桁から１０桁までは英数字。最後の桁が検査数字であって、申告番号と同じやり方を用いて算定される。
申告番号検査数字の計算に関する情報について、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
航空貨物運送状番号：当該航空運送業者がその航空貨物運送状番号を割当てる。

この番号は11桁の数値ｺｰﾄﾞから成る。最初の３桁は航空運送業者を特定し、次の７桁は一連番号で最後の１桁が検査数字である。検査数字は「注１」で説明したﾓｼﾞｭﾛ７に基く方法により計算される。
「注
2」
もし、輸送方式(MOT)符号が40（航空機）なら、その航空貨物運送状番号が報告されなければならない。もし、輸送方式(MOT)符号が10又は11（船舶）なら、その船荷証券番号が報告されなければならない。有効なｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｂに（掲載）されている。
「注
3」
もし、その伝送が記名式船荷証券又は航空貨物運送状用であれば、報告すべき数量はその船荷［貨物引換］証券数量である。もし、その伝送がﾊｳｽ船荷証券又はﾊｳｽ航空貨物運送状用であれば、ﾏｽﾀｰ船荷証券及びﾊｳｽ証券の両方の番号が報告されるが、しかし、報告すべき唯一の数量はﾊｳｽ証券数量である。同様に、もしｻﾌﾞ［副次的］・ﾊｳｽ船荷証券が報告されているところなら、あらゆるﾚﾍﾞﾙの証券の番号が送信されるだろうが、しかし、唯一ｻﾌﾞ・ﾊｳｽ数量だけ送信されるとよいのだが。
「注
3 」- （続き）
以下に数量を報告する方法の具体例を示す：
実例Ａ：航空運送業者が、５通のﾊｳｽ航空貨物運送状(AWB) で移動中の、146個入りAWB (No.) 111-2345678を報告する。送信に際して要求されるﾃﾞｰﾀは次の通り：
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 HA
	ﾏｽﾀｰ証券番号
	ﾊｳｽ証券番号
	数量
	単位

	1
	11123456786
	08344401
	23
	CTNS

	2
	11123456786
	08344402
	37
	CTNS

	3
	11123456786
	08344403
	54
	CTNS

	4
	11123456786
	08344404
	12
	CTNS

	5
	11123456786
	08344405
	20
	CTNS


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：CTNS（ｶｰﾄﾝ）
その運送業者は最も詳細なﾚﾍﾞﾙでの、ﾊｳｽ航空貨物運送状の数量を報告する。
例えば、ﾊｳｽ証券No.08344401の通関申告書を提出する通関業者Ｘは該ﾊｳｽ航空貨物運送状の数量を入力する。ﾏｽﾀｰ証券の積荷目録上の合計数量は報告されない。当該証券の最も詳細なﾚﾍﾞﾙ（この場合はﾊｳｽ証券ﾚﾍﾞﾙ）で入力された数量だけ報告される。
通関業者Ｙはﾊｳｽ証券No.08344402, 08344404,及び08344405（の下）で運送される貨物に適用する一つの通関申告書を提出する。３個の別々のHAﾚｺｰﾄﾞが必要である。それらは次の通り：
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 HA
	ﾏｽﾀｰ証券番号
	ﾊｳｽ証券番号
	数量
	単位

	1
	11123456786
	08344402
	37
	CTNS

	2
	11123456786
	08344404
	12
	CTNS

	3
	11123456786
	08344405
	20
	CTNS


通関業者Ｚはﾊｳｽ証券No.08344403の二つの通関申告書を提出する。申告書１は３０ PCS（個）用であり、申告書２は２４個用である。２個の別々のHAﾚｺｰﾄﾞが必要である。それらは次の通り：
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 HA
	ﾏｽﾀｰ証券番号
	ﾊｳｽ証券番号
	数量
	単位

	1
	1112346786
	08344403
	30
	PCS

	2
	1112346786
	08344403
	24
	PCS


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：PCS（個）　　
二つの通関申告書の総量がそのﾊｳｽ証券の数量総計を超えてはならない。
「注
3」 - （続き）
実例Ｂ：航空運送業者はﾏｽﾀｰ証券No. 111-34567890に属する110個と引換える記名式船荷証券を受け取る。例えﾊｳｽ又はｻﾌﾞ･ﾊｳｽ証券が存在しないとしても、記名式船荷証券と言うものはﾏｽﾀｰ証券として届出される。１個のHAﾚｺｰﾄﾞが必要である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 HA
	ﾏｽﾀｰ証券番号
	ﾊｳｽ証券番号
	数量
	単位

	1
	11134567890
	N/A
	110
	PCS


もし、複数の通関申告書が一つのﾏｽﾀｰ証券を対象にするなら、そのﾏｽﾀｰ証券番号と共に各申告書を報告すること。もし、複数のﾏｽﾀｰ証券番号が一つの通関申告書の対象となるなら、各ﾏｽﾀｰ証券番号毎に関連する数量を報告する。
実例C：この例では、通関申告書には２つの即時運送(IT)［保税運送］番号が含まれる。１番目のＩＴ番号は２つの船荷証券(B/L)に適用される。その船荷証券番号の内の１つは２つのｻﾌﾞ･ﾊｳｽ船荷証券に分解される。２番目のＩＴ番号は３つの船荷証券番号に適用され、いずれもﾏｽﾀｰ船荷証券と見なされる。納税申告を送信するために、６個のHAﾚｺｰﾄﾞが必要である。それらは次の通り：
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子HA
	即時運送No.
	船荷証券　No.
	ﾊｳｽ証券No.
	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽし証券No.
	数量
	測定単位(UOM)
	即時運送(IT) 日付

	1
	33324232
	HKGSAV001
	10
	1A
	10
	CTNS
	051289

	2
	33324232
	HKGSAV001
	10
	1B
	20
	CTNS
	051289

	3
	33324232
	HKGSAV002
	15
	
	5
	CTNS
	051289

	4
	33324444
	HKGSAV005
	
	
	45
	CTNS
	051289

	5
	33324444
	HKGSAV006
	
	
	50
	CTNS
	051289

	6
	33324444
	HKGSAV008
	
	
	48
	CTNS
	051289


ﾚｺｰﾄﾞの識別子H5 (入力)
これはﾚｺｰﾄﾞ管理番号、原産国、関税率表番号、並びに製造者/荷送人、品目名、最終荷受人と品目価格に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子H5 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にHに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に5に等しくなければならない。 
	

	ﾚｺｰﾄﾞの管理番号
	3N
	3‑5
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの管理番号は001から始めて、ﾚｺｰﾄﾞの識別子H5が繰り返されるたびに（002,003,004のように）１つずつ増える。
	

	原産国
	2A
	6‑7
	M
	原産国を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。有効なISO符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	関税率表番号
	10AN
	8‑17
	M
	該品物がそれにより注解合衆国・実行関税率表(HTS)に分類される、適切な関税（10桁）/統計品目（6桁）の報告番号。
	

	製造者／荷送人
	15AN
	18‑32
	M
	（代金）請求元を表すｺｰﾄﾞ。そのｺｰﾄﾞを導くための法則については、1986年11月24日付けCBP通達3500-13を参照のこと。 
	

	品目名の最終荷受人
	12X
	33‑44
	C
	その品目名の最終荷受人を識別するｺｰﾄﾞ。もし、最終荷受人がﾚｺｰﾄﾞの識別子H2で報告されている（単数）なら、（複数記入の本欄）品目名の最終荷受人はない。
	

	品目価格
	10N
	45‑54
	O
	完全（整数）ドル表示の品目価格。
	

	フィラー
	26AN
	55‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF10 (入力)

輸入者保安申告ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ
これは、提出/積荷種別、ISF輸入者番号、及び担保入れ詳細に関連する情報を提供する必須のﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF10 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF10に等しくなければならない。
	

	ISF提出種別
	1N
	5
	M
	常にｺｰﾄﾞは1=輸入者保安申告　　10(ISF-10)提出
	

	積荷種別ｺｰﾄﾞ
	2N
	6-7
	M
	提示されているところの積荷の種類を特定するｺｰﾄﾞ。
	1

	ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞ
	1A
	8
	M
	A =追加, D = 削除, R = 置換
	2

	ｱｸｼｮﾝの理由ｺｰﾄﾞ
	2X
	9-10
	C
	CT = 完全なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ
	2

	ISF輸入者番号限定子
	3X
	11-13
	M
	ISF輸入者番号ﾌｨｰﾙﾄﾞで提供されるﾃﾞｰﾀの種別を意味する限定子
	3

	ISF輸入者番号
	15X
	14-28
	M
	ISF輸入者番号
	3

	予備
	8X
	29-36
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	輸送方式
	2N
	37-38
	O
	船舶、コンテナ以外 = ‘10’ (混載ばら積み)
船舶、コンテナ = ‘11’
	

	ISFﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ　番号
	15X
	39-53
	C
	CBPにより割当てられる一意のﾄﾗﾝｻﾞｸｼﾖﾝ識別子。CBPは、SN（適用業務識別子）ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ･ｾｯﾄ内のCBPからISF申告者への出力応答から成るSA10ﾚｺｰﾄﾞで返される、一意のISFﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ番号 (FFF-NNNNNNNNNNN)を割当てる。FFF=申告者略号、及びNNNNNNNNNNN=連続した数字番号。ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞがAdd の場合、本ﾌｨｰﾙﾄﾞには空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋めが必要である。  
	

	SCAC識別子
	4A
	54-57
	O
	運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)であって、当該ｺﾝﾃﾅを運送している船舶運航者のSCAC。
	

	税関担保保持者
	15X
	58-72
	C
	その輸入者保安申告(ISF)に（税関）担保が義務付けられているところの当事者の識別番号。
	4

	税関担保業務　コード 
	2AN
	73-74
	C
	使用中の税関担保に係わる業務を特定するCBPのｺｰﾄﾞ。
	4

	担保の種類
	1N
	75
	C
	その担保の種類を識別するCBPのｺｰﾄﾞ。
	4

	フィラー
	3X
	76-78
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	予備
	2X
	79-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
積荷種別コードの有効値は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
説明
01
標準的若しくは定期的な貨物
02
指図式(To order)貨物
04
米軍又は政府物資の船積み
07
返送される合衆国貨物
09
国際郵便貨物
10
大陸棚沖合船積み貨物
「注
2」
”削除”ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞについては、ただSF10ﾚｺｰﾄﾞを SN出力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで前もって規定されたISFﾄﾗﾝｻﾞｸｼﾖﾝ番号を添えて提出するよう義務付けられているだけである。
ｱｸｼｮﾝの理由ｺｰﾄﾞについては、ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞが‘A’ (追加) 又は ‘R’ (置換)の場合に　ＣＴが必須である：

ＣＴ＝完全なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ⇔ﾃﾞｰﾀが揃っており、特定の柔軟性規則も適用されていない。"CT"が使用される時はいつでも、必要ならそのISFを更新できる、しかし、CBPはそのISFを更新するよう強制しない。
「注
3」
データ要素の限定子であるISF輸入者番号限定子（左寄せ）は次の通り：
EI
雇用主識別番号 (IRS #)  

ANI
CBP割当番号
34
社会保障番号
ISF輸入者番号の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国際入庁 (IRS) 番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP 割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
これらの符号において、N = 数字、 X = 英数字、YY = その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP = その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号。
もし、ISF輸入者番号が内国歳入庁(IRS)番号形式であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、システムは空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換するものとする。輸入者保安申告出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、ISF輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。
「注
4」
担保の種類９は、税関担保（保持者）業務ｺｰﾄﾞが16の場合に限り使用される。もしこの条件であるなら、SF20（ﾚｺｰﾄﾞ）が（税関担保の参照資料に係わる）保証人ｺｰﾄﾞ(V1)及び担保整理番号(SBN)の両方に義務付けられている。注：担保整理番号は担保証書の番号（と同じ）ではない。 

全ての追加若しくは置換ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて、積荷種別ｺｰﾄﾞ= 01, 02, 07, 又は 10の場合で、かつ、そのISF輸入者 が 登録輸入者と同一でない時、担保情報は必須である。その他の全てのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて 空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。 　
ISF輸入者が登録輸入者と同一の当事者なら、これらのﾌｨｰﾙﾄﾞは空白で埋められなければならない。該提出物の記入部分で提示される担保情報は、併せてISFの担保要件を満たすためにも使用される。
税関担保保持者の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP 割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
有効な税関担保業務ｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
説明
01
輸入者若しくは通関業者
02
保税商品の管理者
03
国際運送業者
04
外国貿易地域内の(FTZ)事業者
16
輸入者保安申告(ISF)税関担保（保持者）
有効な担保の種類は：
8
根［継続］
9
単独取引
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF20 (入力)

参照識別子レコード
これは参照ﾃﾞｰﾀを提供する条件付の入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF20 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF20に等しくなければならない。
	

	参照識別子の　限定子
	3AN
	5-7
	M
	参照ﾃﾞｰﾀを限定するコード。
	1

	参照識別子
	50AN
	8-57
	M
	ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。
	

	フィラー
	23X
	58-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な限定子ｺｰﾄﾞは：

SBN  担保整理番号 (注：これは担保証書の番号と同じものではない)

V1     保証人ｺｰﾄﾞ

CR    ﾕｰｻﾞｰ定義の参照番号

担保（保持者）業務ｺｰﾄﾞが'16'で、かつ、担保の種類が'9'の場合、V1及びSBNが必須である。

CR（ﾕｰｻﾞｰ定義）は（適用業務識別子）SN及びSAどちらのﾒｯｾｰｼﾞでも返される任意のﾕｰｻﾞｰ定義ﾌｨｰﾙﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF25 (入力)

コンテナ/設備レコード
これは各コンテナ毎に情報を報告するために使用される任意の入力レコードである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF25 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF25に等しくなければならない。 
	

	設備記述ｺｰﾄﾞ


	2X
	5-6
	M
	その設備を記述［説明］するｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｂに（掲載）されている。　
	

	設備の頭文字
	4A
	7-10
	M
	設備通し番号に先行する英字接頭辞。
	

	設備番号
	15N
	11-25
	M
	当該設備の通し番号。
	

	設備番号検査　数字[ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ]
	1N
	26
	C
	設備番号の検査数字。全ての複合一貫輸送設備が検査数字を有するとは限らない、でも、もしその設備が検査数字をもつなら、ここでそれを報告しなければならない。
	

	設備の寸法種別ｺｰﾄﾞ
	4AN
	27-30
	O
	設備の種類を識別するｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｂに（掲載）されている。
	

	フィラー
	50X
	31-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF30 (入力)

企業・団体の名称及び種別レコード
これはその身元が報告されているところの営利企業・団体の種類を識別する必須のﾚｺｰﾄﾞである。
営利企業･団体を報告する時はいつでも、もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞの企業･団体限定子が次のｺｰﾄﾞMF (製造者), SE (販売者), BY (購入者), ST (配送先（の事業者）), CS (混載業者), 又はLG (コンテナ詰め場所)に等しいなら、SF30, SF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞが使用されなければならない。SF30ﾚｺｰﾄﾞは報告されているところの企業・団体を確認する。  SF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞは、合衆国以外の住所の書式に見られる色々な習慣に適応するために、（それぞれ）住所及び地理的な位置報告に対する解析対象ﾌｨｰﾙﾄﾞを提供する。二者択一的に、これら関係者のいずれかの名称及び住所を報告する代わりに、DUNS番号が使用される。その上、ST（届け先）を報告するためにFIRMSｺｰﾄﾞが使用される。DUNS番号若しくはFIRMSｺｰﾄﾞが使用されるなら、SF30ﾚｺｰﾄﾞ以外は要求されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF30 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF30に等しくなければならない。 
	

	企業・団体ｺｰﾄﾞ
	3A
	5-7
	M
	報告されているところの営利企業・団体の種類を識別する ｺｰﾄﾞ。
	1

	企業･団体の名称
	35X
	8-42
	C
	企業・団体ｺｰﾄﾞで識別される企業・団体の名称。企業・団体識別子が使用される場合、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］でなければならない。
	

	企業･団体識別子の限定子
	3X
	43-45
	C
	企業・団体識別子が名称及び住所に代えて供給されているところなら、このﾌｨｰﾙﾄﾞが使用されなければならない。 
	2

	企業･団体識別子
	20X
	46-65
	C
	企業・団体識別子の限定子で識別されるｺｰﾄﾞ。 
	2

	製造者／供給者の符号
	15X
	66-80
	C
	その製造者／供給者を表す符号。その符号を導くための法則については、1986年11月24日付けCBP通達3500-13を参照のこと。
	3


「注
1」
有効なｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
　説　　明
MF
製造者／供給者
SE
販売業者
BY
購買業者
ST
配送先（の事業者）
LG
ｺﾝﾃﾅ詰めの予定場所
CS
混載業者
「注
2」
企業・団体識別子の限定子の有効値は次の通り：
EI
=
雇用主識別番号 (IRS #) 



有効な書式は：NN‑NNNNNNNXX


企業･団体コードがSE, 又は BY以外の場合に、この限定子
を使用してはならない。
ANI
=
CBP割当の番号

有効な書式は：YYDDPP‑NNNNN


企業･団体コードがSE, 又は BY以外の場合に、この限定子

を使用してはならない。
CIN
=
CBPで暗号化された荷受人 ID


有効な書式は： ‑CCCCCCCCCCC


企業･団体コードがSE, 又は BY以外の場合に、この限定子

を使用してはならない。
34
=
社会保障番号

有効な書式は： NNN‑NN‑NNNN


企業･団体コードがSE, 又は BY以外の場合に、この限定子

を使用してはならない。
DUN
=
ダンズ番号

有効な書式は： NNNNNNNNN
企業･団体コードがMF, SE, BY, ST, LG,又は CS以外の場合に、
この限定子を使用してはならない。
DNS
=
ﾀﾞﾝｽﾞ番号+4 文字の接尾辞

有効な書式は： NNNNNNNNNNNNN
企業･団体コードがMF, SE, BY, ST, LG,又は CS以外の場合に、
この限定子を使用してはならない。
FR
=
施設情報源管理システム(FIRMS) コード

有効な書式は： ANNN
　  　　　企業･団体コードがST以外の場合に、この限定子を使用して
はならない。
これらの符号において、A = 英字、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号及び

C =英数字又は特殊文字。

古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い形式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。
「注
3」
企業･団体ｺｰﾄﾞ=MFの場合、このﾌｨｰﾙﾄﾞは必須である。その他全てのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝではこれを 空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。  

この位置（桁）で報告されるMIDは製造者の名称及び住所を、その輸入申告提出物の範囲内で記録される直接関係のある関税率表番号と原産国の一組又は複数組と結び付ける。  輸入申告に係わる一意のMID毎に、SF30ﾙｰﾌﾟが要求される（SF30ﾙｰﾌﾟは製造者ﾙｰﾌﾟに同じ）。
製造者識別番号(CM)の書式は1986年11月24日付けCBP通達3500-13に準拠しなければならない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF31 (入力)

企業・団体の副次的名称レコード
これはその前のSF30ﾚｺｰﾄﾞで報告される営利企業・団体の副次的名称を提供する任意のﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF31 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF31に等しくなければならない。　 
	

	企業･団体ｺｰﾄﾞ
	3A
	5-7
	M
	副次的名称の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	1

	企業・団体の　名称
	35X
	8-42
	C
	SF30ﾚｺｰﾄﾞで報告される企業・団体の副次的名称。
	

	フィラー
	38X
	43-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な企業・団体コードは次の通り：
ｺｰﾄﾞ
　説　　　明
　
ALA
代替届け先人
DH
の名前で事業経営中
DV
（官庁の）局　
NU
旧社名　
NV
旧事業体名称　
XD
別名 (使用されるその他名称)
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF35 (入力)

企業・団体の住所レコード
これは企業･団体の住所ﾃﾞｰﾀから成る情報を送信するために使用される条件付ﾚｺｰﾄﾞである。企業・団体の名称又は企業・団体識別子の一方のみをSF30（ﾚｺｰﾄﾞ）毎に規定できる。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体の名称を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞが使用されなければならない。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体識別子を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞは使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF35 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF35に等しくなければならない。 
	

	住所構成要素　の限定子
	2AN
	5-6
	M
	住所情報のﾃﾞｰﾀ要素を類型化する住所構成要素の限定子。
	1

	住所情報
	35AN
	7-41
	M
	住所構成要素の限定子・ﾃﾞｰﾀ要素に対応する住所情報。
	

	住所構成要素　の限定子
	2AN
	42-43
	O
	住所情報ﾃﾞｰﾀ要素を類型化する住所構成要素の限定子。
	1

	住所情報
	35AN
	44-78
	O
	住所構成要素の限定子・ﾃﾞｰﾀ要素に対応する住所情報。
	

	フィラー
	2X
	79-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な住所構成要素の限定子は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
説明
01
番地
02
通りの名前
05
私書箱番号
12
建屋名
13
アパートの部屋番号
14
ビル内の部屋番号
15
構造化されていない所在地住所
28
団体の名称
30
埠頭
31
建物などの翼
32 
階数
35
室
37
ユニット
57
交差道路
AK
家屋番号
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF36 (入力)

企業・団体の地理（学）的地域レコード
これはSF30ﾚｺｰﾄﾞで報告される企業･団体の住所に関連する都市、国、地理的に（国より）下位の組織ｺｰﾄﾞ［地方区分ｺｰﾄﾞ］及び郵便番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付ﾚｺｰﾄﾞである。企業・団体の名称又は企業・団体識別子の一方のみをSF30（ﾚｺｰﾄﾞ）毎に規定できる。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体の名称を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞが使用されなければならない。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体識別子を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞは使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF36 (入力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF36に等しくなければならない。
	

	都市名
	35AN
	5-39
	M
	その企業・団体が位置する住所の内の都市の部分。
	

	国以下の組織　コード
	3AN
	40-42
	C
	I ISO地方区分コード –  
http://www.unece.org/cefact/locode/service/ sublocat.htm
	

	フィラー
	6X
	43-48
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	郵便番号
	15AN
	49-63
	C
	郵便番号 (即ち、米国におけるｼﾞｯﾌﾟｺｰﾄﾞ)。郵便番号が手元にないなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	国符号
	2A
	64-65
	M
	当該住所の内の国の部分を表す国際標準化機構(ISO)国符号。ISO国符号の　一覧表は本刊行物の補遺Bの中に見出せる。
	

	フィラー
	15X
	66-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF90 (出力)

エラー又は受理/拒否メッセージ・レコード
これは受理/拒否情報を、輸入者保安申告(ISF-10)を提出した企業･団体に提供するために使用される必須の出力レコードである。 

受信したISF入力が処理され、かつ、誤りのないことが分かる時はいつでも、CBPは（ﾚｺｰﾄﾞの識別子）10ﾚｺｰﾄﾞ、22ﾚｺｰﾄﾞ、SF10ﾚｺｰﾄﾞ、SF20ﾚｺｰﾄﾞ、及び SF90 ﾚｺｰﾄﾞを納税申告書の提出を行ったﾃﾞｰﾀ処理ｻｲﾄに返す。　
受信したISF入力が処理され、かつ、誤りを含むことが分かる時はいつでも、CBPは（ﾚｺｰﾄﾞの識別子）10ﾚｺｰﾄﾞ、22ﾚｺｰﾄﾞ、SF10ﾚｺｰﾄﾞ、SF20ﾚｺｰﾄﾞを返す。 誤りを含むﾚｺｰﾄﾞはどれでもその後に対応するSF90ﾚｺｰﾄﾞが続く。誤りが（ﾚｺｰﾄﾞの識別子）40, 50, 60, 70, 80,又は81で起る時はいつでも、その対応する40ﾚｺｰﾄﾞがそのｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞと一緒に返される。誤りがﾚｺｰﾄﾞのSF31, SF35又はSF36で起る時はいつでも、その対応するSF30ﾚｺｰﾄﾞがその誤りを含むﾚｺｰﾄﾞと一緒に返される。
「注」：SF90ﾚｺｰﾄﾞ（の使い方）には２種類あり、それはﾚｺｰﾄﾞ・ﾚﾍﾞﾙのSF90とﾒｯｾｰｼﾞ・ﾚﾍﾞﾙのSF90である。ﾚｺｰﾄﾞ･ﾚﾍﾞﾙのSF90は特定のﾚｺｰﾄﾞ/ﾌｨｰﾙﾄﾞに関連している誤りの説明を提供する。  ﾒｯｾｰｼﾞ･ﾚﾍﾞﾙのSF90はISF申告の（進行）状況を提供する。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF90 (出力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF90に等しくなければならない。
	

	ﾒｯｾｰｼﾞ種別ｺｰﾄﾞ
	2AN
	5-6
	M
	01 =拒否メッセージ
02 =受理メッセージ
03 =警告付き受理メッセージ
11 = レコードが拒否された
13 =警告付きでレコードが受理された
	

	エラーコード
	3AN
	7-9
	C
	ﾚｺｰﾄﾞ･ﾚﾍﾞﾙの誤りを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	叙述的ﾒｯｾｰｼﾞ文
	40X
	10-49
	M
	叙述的ﾒｯｾｰｼﾞ文。
	

	フィラー
	31X
	50-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


出力ﾒｯｾｰｼﾞｾｯﾄのﾚｺｰﾄﾞ順序設定の事例：

誤りなし入力の場合：A, B, H1, HA, SF10, SF90, Y, Z.

誤りのある入力の場合：A, B, H1, HA, SF10, SF20 (該当する場合), SF30, SF36順の

ｴﾗｰﾃﾞｰﾀ検出ﾚｺｰﾄﾞ, SF90 の説明的ｴﾗｰ･ﾃｷｽﾄを有するﾚｺｰﾄﾞ, 5-6桁目（ﾒｯｾｰｼﾞ

種別ｺｰﾄﾞ）が書き込まれたSF90（ﾚｺｰﾄﾞ）, Y, Z.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子H6 (出力)
これは、ｴﾗｰ又は受理ﾒｯｾｰｼﾞのいずれかを提供する必須の貨物引渡し出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子H6 (出力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にHに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に6に等しくなければならない。 
	

	通関申告をする地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関申告者略号
	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	当該通関申告に割当てられた番号。　有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
	

	通関業者整理　番号
	9X
	19‑27
	C
	その通関業者整理番号を表すｺｰﾄﾞ。　このﾃﾞｰﾀ要素は自動通商［輸出入申告］システム(ACS)利用者の便宜のために用意されている。それはACS処理期間中ずっと決して編集され又は変更されることはない。それ（通関業者（社内）整理番号）は、通関申告者のﾚｺｰﾄﾞに容易に参照符を付けることができるようにするために、種々の出力ﾚｺｰﾄﾞで利用者に返される。
	

	登録輸入者番号
	12X
	28‑39
	M
	登録輸入者を識別する略号。
	1

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	30X
	40‑69
	M
	当該ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝが受理若しくは拒絶されていることを示す説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	ﾒｯｾｰｼﾞ識別子ｺｰﾄﾞ
	3AN
	70‑72
	M
	ﾒｯｾｰｼﾞを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
登録輸入者番号、最終荷受人、及び(CBPF)4811（特別住所届の）参照番号（CBP通知送付先）の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP 割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
‑CCCCCCCCCCC

暗号化された番号（最終荷受人に限る）
これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号及びC=文字。
登録輸入者番号が前述のIRS番号形式であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白［ｽﾍﾟｰｽ］が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。

古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い形式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R1 (出力)
これは、通関申告をする地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、申告種類符号、登録輸入者番号、通関業者整理番号、ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ、船舶名、航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの計画番号、及び到着日に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R1 (出力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に1に等しくなければならない。 
	

	通関申告をする地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	遠隔地申告(RLF)要のﾌﾗｸﾞが付けられていない通関申告については、このｺｰﾄﾞが通関申告をする地区/通関地を意味する。遠隔地申告(RLF)については、このｺｰﾄﾞは通関申告した物を準備する通関地を意味する。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関申告者略号
	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	当該通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
	

	申告種類符号
	2N
	19‑20
	M
	その申告種類を表す符号。有効な申告種類符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	登録輸入者番号
	12X
	21‑32
	M
	登録輸入者を識別する略号。
	1

	通関業者整理　番号
	9X
	33‑41
	C
	参加者により提供される任意のｺｰﾄﾞ。このﾌｨｰﾙﾄﾞはACS処理期間中ずっと編集されない。それは、貨物引渡し処理に関する利用者の内部ｼｽﾃﾑ管理のためのものである。
	

	ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ
	4A
	42‑45
	M
	運送業者を識別するｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは航空及び海上貨物に限り必須である。このｺｰﾄﾞは将来、その他の輸送方式にも義務付けられる。もし、輸送方式(MOT)符号が10又は11（海上貨物）なら、米国ﾄﾗｯｸ協会（法人）発行の適切な4桁の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)が（ここに）入る。このｺｰﾄﾞは通常当該船荷証券にある。もし、それがなければ、運送業者がそれを提供できるはずである。もし、輸送方式(MOT)符号が40（航空貨物）なら、　2桁の適切な運送業者略称が左寄せで入る。輸送方式(MOT)符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。航空ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞは参考資料抜粋ﾌｧｲﾙに照会することにより得られる。追加情報については、本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を参照のこと。
	2

	船舶名
	20AN
	46‑65
	C
	もし、輸送方式符号が10又は11（船舶）で、かつ、輸入貿易用の船舶ｺｰﾄﾞが本ﾚｺｰﾄﾞで提供されない時はいつでも、輸入貿易用の船舶名称が義務付けられている。当該申告が（到着/仕向け港）一対の通関申告の時はいつでも、前述の船舶名称もまた義務付けられている。（到着/仕向け港）一対の通関申告に関する追加情報については、1987年8月21日付けのCBP通達3200-18を参照のこと。もし、その名称が20桁を超過するなら、最初の20桁が入り、超過分が切捨てられる。
	

	航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの計画番号
	5X
	66‑70
	M
	輸入運送業者の航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの番号。航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの番号は輸送方式符号(MOT)10,11,40及び41について必須である。もし、輸送方式符号が40 (,41) （空輸）なら、飛行便の番号が入る。もし、輸送方式符号が10又は11（船舶）なら、航海番号の全桁が入る。例えば、航海番号がV311Wなら、5文字全部が入る。輸送方式符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。将来、CBPと鉄道/ﾄﾗｯｸ（道路）運送業者の間に自動積荷目録ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが確立された場合、このﾌｨｰﾙﾄﾞがその他の者にも義務付けられる。
	3

	到着日
	6N
	71‑76
	M
	到着日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	フィラー
	4AN
	77‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
登録輸入者番号の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
‑CCCCCCCCCCC

暗号化された番号（最終荷受人に限る）
これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号及びC=文字。
登録輸入者番号が内国歳入庁(IRS)形式であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。
古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い形式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。
「注
2」
ある特定の航空運送業者ｺｰﾄﾞがその運送業者ﾌｧｲﾙに含まれていない時、その運送業者が登録されている国を指定するために、（ﾌｧｲﾙに）掲載されていない運送業者指定ｺｰﾄﾞの最初の２桁に次のｺｰﾄﾞの一つを入力すること。
ｺｰﾄﾞ
運送業者登録
*U
合衆国
*C
カナダ
*F
その他の外国
自家用機が自力で入港している場合、運送業者ｺｰﾄﾞの最初の２桁に**を入力すること。
「注
3」
飛行便の有効な番号書式はNNN, NNNN, NNNA又はNNNNAである。これらの符号において、N=数字及びA=英字。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R3 (出力)
これは、その原産国及び関税率表番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R3 (出力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に3に等しくなければならない。 
	

	ﾚｺｰﾄﾞの管理番号
	3N
	3‑5
	M
	この番号は通常、貨物引渡し（の章）のﾚｺｰﾄﾞの識別子H5で送信されるﾚｺｰﾄﾞの管理番号、又は貨物引渡しに適すると認定されている場合の納税申告（の章）のﾚｺｰﾄﾞの識別子40で送信される品目番号と同一である。
	

	原産国
	2A
	6‑7
	M
	原産国を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。有効なISO符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	関税率表番号
	10AN 
	8‑17
	M
	その関税率表番号を表す注解合衆国・実行関税率表(HTS)にあるｺｰﾄﾞ。
	

	フィラー
	63X
	18‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R4 (出力)
これは、 保税運送番号、ﾏｽﾀｰ証券番号、ﾊｳｽ証券番号、ｻﾌﾞ［副次的］･ﾊｳｽ証券番号、積荷目録数量、単位及びﾏｽﾀｰ証券番号発行人ｺｰﾄﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R4 (出力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に4に等しくなければならない。 
	

	保税運送番号
	12AN
	3‑14
	C
	積荷目録に記載されているところの保税運送番号。もし、その保税運送番号が12桁未満なら､それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	ﾏｽﾀｰ証券番号
	12AN
	15‑26
	C
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ証券番号。もし、その番号が12桁未満なら､それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	ﾊｳｽ証券番号
	12AN
	27‑38
	C
	積荷目録に記載されているところのﾊｳｽ証券番号。もし、その番号が12桁未満なら､それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ証券番号
	12AN
	39‑50
	C
	積荷目録に記載されているところの    ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ  (-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	積荷目録数量
	8N
	51‑58
	C
	報告されているところの証券番号の最小単位での数量［量］。それは最も小さい外装（荷物等の包み）単位である。
	

	単位
	5X
	59‑63
	C
	測定単位を表すｺｰﾄﾞ。有効な測定単位ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	ﾏｽﾀｰ証券番号　発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	64‑67
	C
	実際にその海上船荷証券を発行した当事者の運送会社識別コード(SCAC)を表す符号。証券の発行者を船舶運航者と混同してはならない。
	

	ﾊｳｽ証券番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	68-71
	C
	自動化した海上/鉄道ﾊｳｽ 船荷証券を発行した当事者のSCAC（運送会社識別ｺｰﾄﾞ）を表すｺｰﾄﾞ。この当事者は自動化した（申告ｼｽﾃﾑを利用する）NVOCC又は自動化したﾏｽﾀｰ証券の発行者のどちらでもよい。 
	

	フィラー
	13AN
	68‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R5 (出力)

これは、処分の実行日程、時刻、ｺｰﾄﾞ及び説明的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R5 (出力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に5に等しくなければならない。 
	

	処分実行日程
	6N
	3‑8
	M
	処分実行日程を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	処分実行時刻
	4N
	9‑12
	M
	処分措置時刻を表すHHMM（時、分）形式での24時間表示時刻。
	

	処分措置ｺｰﾄﾞ
	2AN
	13‑14
	M
	処分措置を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	33X
	15‑47
	M
	処分（措置）ｺｰﾄﾞと関連した説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	1

	フィラー
	7AN
	48‑54
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	引渡し日
	6N
	55‑60
	C
	引渡し日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。このﾃﾞｰﾀ要素が返されるのは処分措置ｺｰﾄﾞが22の場合だけである。
	

	引渡し起点
	2N
	61‑62
	C
	ACSが最新の引渡し日を決定するために使用した措置又は日付を表すｺｰﾄﾞ。このﾃﾞｰﾀ要素が返されるのは処分措置ｺｰﾄﾞが22の場合だけである。 
	2

	フィラー
	18AN
	63‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
処分ﾒｯｾｰｼﾞは到着予定日から５日前以降にｼｽﾃﾑ生成される。有効な処分ｺｰﾄﾞ及びそれらの説明的ﾒｯｾｰｼﾞは：
ｺｰﾄﾞ
説明
01
「条件付引渡し、一般検査要」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 これは条件付引渡しで、一般検査要。
02
「条件付引渡し、特定文書審査要」

これは条件付引渡しで、特定の文書審査要。
03
「徹底的な検査待ちの」
04
「徹底的な検査/引渡しが完了」
05
「ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ通関申告」

上書きが行われない限り、これが最終引渡しﾒｯｾｰｼﾞである。
「注
1」 - （続き）
ｺｰﾄﾞ
説明
06
「通関申告関連資料が必要」
07
「撤回し、徹底的な検査要とする」
08
「撤回し、一般検査要とする」
11
「さらに文書審査が必要」
12
「引渡しが取除かれた－さらに文書審査が必要」
13
「さらなる文書審査が完了している」
16
「CBP審査待ちの」
17
「電子送り状が必要」
21
「通関申告がCBPにより削除された」
22
「引渡し日が更新された」
23
「通関申告が取消された」
24
「通関申告の取消しが解除された」
31
「CST（貨物専門家集団）の承認が必要」

貨物専門家集団(CST)の承認が必要
35
「納税申告に必要なCBP様式7501がない」
51
「積荷目録の保留・於CBP」
52
「積荷目録の保留・於CBPA」（CBPA；CBPの農産品担当部門）
53
「CBPの保留」 

54
「CBPの積荷目録の保留が解除された」
55
「CBPAの積荷目録の保留が解除された」
56
「CBPの保留が解除された」
71
「AMS航空運送業者/CFS（管理者）に通知した」
72
「AMS航空貨物運送状に不備がある」
73
「AMS飛行便が出発/到着しなかった」
（貨物）審査基準手続きのために、関連書類が提出されなければならない。審査基準手続きの後に、通関申告した物の検査状況を示す２番目の引渡しﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。
検査状況が上書きされる時はいつでも、改訂された検査状況を示すﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。徹底的な検査が完了するとすぐ、「徹底的な検査/引渡しが完了」のﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。
「注
2」
有効な引渡し起点ｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
説明
01
（貨物）審査基準処理完了日
02
到着予定日
03
実際の到着日
04
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送到着日
05
徹底的な検査が完了している
06
撤回し、一般検査要とする
07
CBPの積荷目録の保留が解除された
08
その他政府機関の審査が完了している
09
引渡し日が更新された
99
引渡し日が削除されている
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R6 (出力)
これは、その他政府機関(OGA)の処分日付、時刻、現状ｺｰﾄﾞ、及び説明的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付のその他政府機関の処分出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R6 (出力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に6に等しくなければならない。 
	

	その他機関/数量割当品目 識別子
	3AN
	3‑5
	M
	その他政府機関又は数量割当要件を識別するｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは：

FDA = 食品医薬品局

FWS = 魚類及び野生動物庁

QTA = 数量割当品目
	

	フィラー
	4AN
	6‑9
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	その他政府機関の処分日付
	6N
	10‑15
	C
	その他政府機関の処分を表すMMDDYY　（月、日、年）形式での数値表示の日付。この日付は数量割当品目には適用されない。
	

	その他政府機関の処分時刻
	4N
	16‑19
	C
	処分措置時刻を表すHHMM（時、分）形式での24時間表示時刻。この時刻は数量割当品目には適用されない。
	

	処分/数量割当品目の現状ｺｰﾄﾞ（輸入申告単位）
	2AN
	20‑21
	M
	処分措置を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	処分/数量割当品目の状況ﾒｯｾｰｼﾞ
	33AN
	22‑54
	M
	その処分ｺｰﾄﾞと関連した説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	1

	処分ｺｰﾄﾞ(品目単位)
	2AN
	55‑56
	C
	その他機関の処分ｺｰﾄﾞ。
	2

	CBP先頭行
	3N
	57‑59
	C
	税関国境警備局(CBP)の先頭行番号。
	

	関税率表上の所在地
	1AN
	60
	C
	通関申告（適用業務識別子H1又はHN）により保証されているなら空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め、或いは納税申告（適用業務識別子EI）により保証されているなら（関税率帳の節）1-8。
	

	OGA先頭行
	3N
	61‑63
	C
	 OGA項目の先頭行番号。
	

	変動幅標識
	4AN
	64‑67
	C
	もし変動幅があるなら、THRU(=through；端から端まで)を記載する。
	

	CBPの終了行
	3N
	68‑70
	C
	CBP勘定項目の終了行。
	

	最終関税率
	1AN
	71
	C
	通関申告（適用業務識別子H1又はHN）により保証されているなら空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め、或いは納税申告（適用業務識別子EI）により保証されているなら（関税率帳の節）1-8。
	

	OGAの終了行
	3N
	72‑74
	C
	OGA項目の終了行番号。
	

	フィラー
	6AN
	75‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な処分/数量割当品目の状況ﾒｯｾｰｼﾞは：
ｺｰﾄﾞ
説明
00
「FWSのﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ申告」
01
「FWSの審査要」

「FDAの審査要」
02
「FWSの（生物）引渡し」

「FDAの（審査）保留」
03
「FWSの（生物）留置手数料要」

「FDAの申告に関し、ｺﾝﾃﾅからの荷降ろしを禁ずる」
04
「FWSの（生物）保有免許要」

「FDAの検査/ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ待ち」

ｺｰﾄﾞ
説明
05
「FWSの（生物）留置/検査要」

「FDAの（貨物）引渡し」
06
「FWSの保有権申請書類 3-177要」

「FDAは検査なし、次に進めて良し」
07
「FWS（認可の）保有権対象外」
08
「FWSの条件付引渡し/FWSの   事後調査が必要」(FWSの条件付引渡し/ FWSの許認可が必要)
09
「FWSのﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ申告待ち」
「注
2」
品目単位での有効なFDA処理ﾒｯｾｰｼは：
ｺｰﾄﾞ
説明
01
「FDA検査要」
02
「FDAの検査/FDAへの
通知要」
05
「FDAへの通知/FDAの検査要、

ｺﾝﾃﾅからの荷降ろしを禁ずる」
06
「FDA検査戻し」
07
「FDAは検査なし、次に
進めて良し」
08
「FDAは（貨物を）引渡
　　　　した」

ｺｰﾄﾞ
説明
09
「FDAは（貨物を）ｺﾒﾝﾄ付で引渡した」
10
「FDAは（貨物を）留置した」
11
「FDAが留置を取消す」
12
「FDAが拒絶した」
13
「FDAは一部分引渡し/拒絶

する」
14
「FDA関連資料が必要」
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R7 (出力)
これは、処分の実行日程、時刻、ｺｰﾄﾞ、及びPGAの積荷目録保留状態と共に送信される説明的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R7 (出力)

	データ要素
	長さ/ 部類
	位置（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に7に等しくなければならない。 
	

	処分実行日程
	6N
	3-8
	M
	処分実行日程を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	処分実行時刻
	4N
	9-12
	M
	処分措置時刻を表すHHMM（時、分）形式での24時間表示時刻
	

	処分措置ｺｰﾄﾞ
	2AN
	13-14
	M
	処分措置を表すｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞとそれらの説明的ﾒｯｾｰｼﾞ（名称ﾌｨｰﾙﾄﾞ）及び説明が本刊行物の補遺Uに掲載されている。
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	33X
	15-47
	M
	処分ｺｰﾄﾞと関連した説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。処分　ﾒｯｾｰｼﾞは到着予定日から５日前以降にｼｽﾃﾑ生成される。
	

	フィラー
	33AN
	48-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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